
国
の
原
子
力
委
員
会
の
事
務
を
担
う

内
閣
府
の
部
局
に
、
電
力
会
社
や
原
発

メ
ー
カ
ー
な
ど
原
子
力
業
界
か
ら
過
去

５
年
間
で
の
べ
２
０
人
が
採
用
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
、
日
本
共
産
党
の
吉
井
英

勝
衆
院
議
員
の
調
査
で
２
６
日
ま
で
に

わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
業
界
か
ら
の

採
用
が
遅
く
と
も
２
０
０
１
年
に
は
始

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

吉
井
議
員
へ
の
内
閣
府
提
出
資
料
に

よ
る
と
、
０
７
年
４
月
１
日
〜
１
２
年

５
月
１
日
の
期
間
に
民
間
企
業
・
団
体

か
ら
内
閣
府
の
政
策
統
括
官
（
原
子
力

委
関
係
）
に
採
用
さ
れ
た
の
は
２
０
人
。

出
身
は
、
東
京
電
力
、
関
西
電
力
な
ど

電
力
会
社
４
社
、
三
菱
重
工
、
日
立
Ｇ

Ｅ
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
・
エ
ナ
ジ
ー
な
ど
原

発
メ
ー
カ
ー
４
社
、
電
力
各
社
の
寄
付

で
設
立
さ
れ
た
電
力
中
央
研
究
所
。
１

８
人
は
非
常
勤
の
政
策
調
査
員
と
し
て

採
用
。
２
人
は
常
勤
で
、
参
事
官
補
佐
、

主
査
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
も
非
常
勤
８
人
が
採
用
期
間
中
で
す

（
表
）
。

こ
の
ほ
か
、
０
０
年
度
以
降
に
電
力

会
社
な
ど
に
在
職
し
た
ま
ま
原
子
力
委
の
調
査

担
当
者
（
非
常
勤
）
と
し
て
採
用
さ
れ
た
例
は
、

東
電
が
２
人
、
日
本
原
電
が
４
人
、
電
力
中
研

が
２
人
。
最
も
早
い
時
期
の
採
用
は
、
日
本
原

電
か
ら
の
０
１
年
１
月
で
し
た
。

吉
井
議
員
は
、
昨
年
５
月
の
国
会
質
問
で
、

原
子
力
安
全
委
員
会
事
務
局
な
ど
の
政
府
の
原

子
力
関
連
部
門
に
、
東
電
を
は
じ
め
電
力
各
社

に
在
籍
し
た
ま
ま
採
用
さ
れ
た
職
員
が
多
数
い

る
問
題
を
指
摘
し､

｢

官
民
癒
着
だ｣

と
批
判
し
て

い
ま
し
た｡

吉
井
議
員
は
「
原
子
力
の
安
全
規
制

に
関
わ
る
安
全
委
員
会
と
原
子
力
を
推
進
す
る

立
場
の
原
子
力
委
員
会
の
両
方
に
、
原
発
利
益

共
同
体
の
一
員
で
あ
る
電
力
会
社
や
原
発
メ
ー

カ
ー
が
人
を
送
り
込
み
“
霞
が
関
出
張
所
”
と

し
て
、
自
分
た
ち
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
も
と
で

原
発
を
推
進
し
て
い
る
実
態
を
示
す
も
の
で
、

大
問
題
だ｣

と
話
し
て
い
ま
す｡

原
子
力
委
を
め
ぐ
っ
て
は
、
原
発
推
進
派
だ

け
を
集
め
た
「
勉
強
会
」
と
称
す
る
秘
密
会
議

で
報
告
書
原
案
を
配
布
し
た
問
題
が
発
覚
し
た

ば
か
り
。
原
子
力
行
政
の
ゆ
が
み
が
改
め
て
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
５
月
２
７
日(

日)

東
京
電
力
の
家
庭
向
け
電
気
料
金
が
、
大
口

の
電
気
料
金
の
２
倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
経
済
産
業
省
の
電
気
料
金

審
査
専
門
委
員
会
の
第
２
回
会
合
に
提
出
さ
れ

た
資
料
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
同
委
員
会

は
東
電
が
申
請
し
た
家
庭
向
け
電
気
料
金
の
値

上
げ
に
つ
い
て
審
査
し
て
い
ま
す
。

資
料
に
よ
る
と
、
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
当
た
り

の
単
価
は
、
家
庭
向
け
な
ど
の
規
制
部
門
が
平

均
２
３
・
３
４
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
電
気
使

用
量
が
多
い
企
業
の
上
位
１
０
社
は
平
均
１
１
・

８
円
と
な
っ
て
お
り
、
２
倍
以
上
の
差
が
あ
り

ま
す
。

大
口
に
は
電
気
を
安
く
売
り
、
そ
の
分
家
庭

に
高
く
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
う
け
を
あ
げ
て

き
た
東
電
の
経
営
実
態
が
鮮
明
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
６
〜
１
０
年
の
５
年
間
の
合
計
で
、

東
電
の
電
気
事
業
収
益
の
９
割
が
家
庭
向
け
な

ど
の
規
制
部
門
の
電
気
料
金
か
ら
生
み
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
吉
井
英
勝
衆
議
院
議
員
が
入

手
し
た
資
料
に
よ
り
、
東
電
の
年
度
ご
と
の
電

気
事
業
収
益
の
詳
細
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

０
６
年
度
の
事
業
収
益
は
、
規
制
部
門
は
１
２

２
７
億
円
で
自
由
化
部
門
は
１
３
０
８
億
円
で

し
た
。
し
か
し
、
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
た
め

に
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
が
停
止
し
た
影
響

か
ら
、
安
売
り
し
て
い
た
自
由
化
部
門
で
は
、

０
７
年
度
は
６
８
４
億
円
、
０
８
年
度
は
７
３

５
億
円
の
赤
字
を
出
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
０

８
年
の
電
気
料
金
改
定
を
経
て
、
０
９
年
度
の

事
業
収
益
は
、
規
制
部
門
で
９
７
０
億
円
、
自

由
化
部
門
で
６
８
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
１
０

年
度
は
、
規
制
部
門
２
３
１
７
億
円
に
対
し
、

自
由
化
部
門
は
５
６
２
億
円
と
、

規
制
部
門
で
利
益
を
生
み
出
す
構

造
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
５
月
２
５
日(

金)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp

川西町結崎８６２－７ 0745-43-2415
吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
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三宅町屏風４４０－５ 0745-43-2661

原
子
力
委

推
進
派
関
与

１
０
年
以
上

吉
井
議
員
調
査

事 務 部 局 に 業 界 か ら ２ ０ 人

電
気
代
、

家
庭
が
大
口
の
２
倍
超

東
電

も
う
け
の
９
割
占
め
る

日 時 6月16日（土）

午後7時開会

ところ なら１００年会館

志位和夫日本共産党委員長

衆院選小選挙区予定候補
２区 中野 あけみ
３区 豆田 よしのり
４区 山崎 たよ

弁

士



「
再
審
請
求
否
決
」

名
張
毒
ぶ
ど
う
酒
事
件
の

再
審
請
求
に
対
し
て
名
古
屋

高
裁
の
山
下
裁
判
長
は
「
再

審
請
求
否
決
」
の
判
断
を
下

し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
を
特
別
面
会
人

の
Ｈ
さ
ん
が
名
古
屋
刑
務
所

に
面
会
に
行
く
と
、
刑
務
所

側
は
「
午
前
中
に
弁
護
人

（
弁
護
士
）
が
来
た
か
ら
今

日
は
面
会
で
き
ま
せ
ん
」
と

言
っ
て
面
会
を
拒
絶
し
ま
し

た
。
弁
護
人
は
名
古
屋
高
裁

の
裁
判
所
の
決
定
を
本
人
に

伝
え
に
行
っ
た
だ
け
な
の
に
、

普
通
の
弁
護
士
の
面
会
と
と

ら
え
特
別
面
会
人
の
面
会
を

拒
絶
す
る
と
い
う
被
告
の
奥

西
勝
さ
ん
を
支
援
す
る
人
々

を
も
拒
絶
す
る
態
度
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
新
聞
も
２
７
日
の
社
説

で
「
裁
判
所
の
判
断
が
こ
う

も
揺
れ
動
く
の
は
尋
常
で
は

な
い
。
一
審
で
は
無
罪
。
二

審
で
は
逆
転
有
罪
の
死
刑
判

決
。
最
高
裁
で
確
定
し
た
経

緯
を
も
つ
。
『
疑
わ
し
き
は

被
告
人
の
利
益
に
』
と
い
う

刑
事
裁
判
の
鉄
則
を
」
と
述

べ
て
い
ま
す
。

今
回
の
決
定
で
は
裁
判
長

が
、
検
察
官
や
弁
護
士
の
間

で
論
点
に
も
な
か
っ
た
こ
と

を
主
張
し
、
「
再
審
請
求
否

決
」
の
判
断
を
下
し
た
こ
と

に
対
し
異
論
も
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

名
古
屋
高
裁
の
「
再
審
請

求
否
決
」
の
決
定
の
後
、
開

か
れ
た
「
な
く
そ
う
冤
罪

救
お
う
無
実
の
人
々
」
関
西

市
民
集
会
が
２
６
日
大
阪
市

内
で
開
か
れ
、
３
４
０
人
が

参
加
。
西
日
本
で
冤
罪
事
件

を
戦
っ
て
い
る
人
た
ち
が
集

結
し
、
一
刻
も
早
い
無
実
を

勝
ち
取
る
こ
と
を
誓
い
合
い

ま
し
た
。

三
宅
町

池
田
年
夫

天
体
シ
ョ
ー
第
二
弾

先
週
の
月
曜
日
は
金
環
食

の
話
題
が
し
き
り
で
し
た
が
、

川
西
町
で
は
バ
ッ
チ
シ
観
察

で
き
ま
し
た
ね
。
当
日
は
、

お
そ
ら
く
曇
っ
て
い
る
と
心

配
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
目

が
覚
め
る
と
旭
が
差
し
込
ん

で
ま
し
た
ん
で
、
難
な
く
さ
っ

と
起
き
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
そ
ん
な
事
有
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
？

さ
て
、
今
週
末
か
ら
は
六

月
で
す
が
、
既
に
大
方
の
皆

さ
ん
が
ご
存
知
の
よ
う
に
、

次
の
六
月
も
天
体
シ
ョ
ー
が

続
く
ん
で
す
ね
。
そ
う
、
金

星
の
太
陽
面
通
過
で
す
。

金
環
食
の
時
、
だ
ん
だ
ん
欠

け
て
行
く
様
子
を
観
て
い
て

感
じ
た
ん
で
す
が
。
テ
レ
ビ

の
映
像
等
で
は
、
結
構
、
大

き
く
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
ん
で
、
ベ
イ
リ
ー
ビ
ー
ズ

も
は
っ
き
り
と
確
認
出
来
ま

し
た
が
、
日
食
グ
ラ
ス
越
し

に
直
に
観
て
る
分
に
は
、
そ

う
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
よ
ね
。
と
言

う
事
は
、
今
度
の
太
陽
の
前

を
通
過
す
る
と
言
う
金
星
は
、

黒
い
小
さ
な
点
の
よ
う
な
存

在
の
よ
う
で
す
の
で
、
日
食

グ
ラ
ス
を
通
し
て
普
通
に
観

る
だ
け
で
は
、
「
あ
の
点
が

そ
う
や
な
」
程
度
に
し
か
分

か
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

ね
。八

〇
〇
年
後
の
次
の
金
環

食
程
待
つ
事
は
有
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
現
象
も
次
回
は
一

〇
五
年
後
で
す
の
で
、
当
日

の
六
月
六
日
が
晴
れ
て
く
れ

る
事
を
、
今
度
も
祈
る
し
か

有
り
ま
せ
ん
ね
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

大
飯
原
発
再
稼
働
、

や
め
て
！

先
日
、
パ
ソ
コ
ン
で
「
ぽ

ぽ
ん
ぷ
ぐ
に
ゃ
ん
ラ
ジ
オ
」

と
い
う
放
送
を
初
め
て
聞
き

ま
し
た
。
凄
く
素
人
っ
ぽ
い

方
が
「
お
お
い
町
」
の
町
議

会
議
員
の
猿
橋
巧
さ
ん
（
日

本
共
産
党
）
に
電
話
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

人
口
８
８
０
０
人
の
お
お

い
町
は
大
飯
原
発
再
稼
働
問

題
で
揺
れ
動
い
て
い
ま
す
。

議
会
は
再
稼
働
の
賛
否
を
と
っ

た
と
こ
ろ
十
一
対
一
で
賛
成
。

日
本
共
産
党
の
議
員
だ
け
が

反
対
。
こ
の
猿
橋
議
員
は
次

の
よ
う
に
言
い
ま
す
。

「
地
元
の
人
は
不
安
を
も
っ

て
い
る
。
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
な
い

人
類
は
扱
う
べ
き
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
原
子
力
村

を
抑
え
、
０
に
シ
フ
ト
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
島
み

た
い
に
な
ら
な
い
よ
う
に
・
・
・
」

穏
や
か
な
口
調
で
は
あ
る
が
、

固
い
意
志
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

方
は
「
全
員
一
致
で
賛
成
さ

れ
た
ら
困
る
。
異
議
を
唱
え

る
人
は
居
て
く
れ
な
い
と
。

一
人
で
も
頑
張
っ
て
く
れ
た
！
」

と
何
回
も
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
の
原
因
究

明
も
、
除
染
も
進
ま
ず
、
故

郷
に
戻
れ
な
い
人
々
が
い
る

中
、
事
故
が
起
こ
る
と
近
畿

も
同
じ
状
況
に
な
る
か
と
思

う
と
ゾ
ー
と
し
ま
す
。
大
飯

原
発
３
，
４
号
機
の
再
稼
働

は
絶
対
や
め
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。

田

原
本
町
議

会
議
員

森

良
子

鬼
平
犯
科
帳
と
田
原

本
鬼
平
犯
科
帳
の
主
人
公
長

谷
川
平
蔵
は
、
一
七
四
六
年

生
ま
れ
の
実
存
さ
れ
た
方
で
、

火
付
盗
賊
改
め
の
御
頭
を
八

年
も
務
め
、
人
足
寄
場
を
つ

く
り
労
働
に
よ
る
刑
罰
制
度

を
つ
く
り
上
げ
た
功
績
が
評

価
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
本
所
・
桜
屋
敷
」
の
話
の

中
で
、
「
長
谷
川
家
の
祖
先

は
、
昔
々
大
和
国
・
長
谷
川

に
住
し
、
戦
国
末
期
の
こ
ろ

か
ら
徳
川
家
康
に
つ
か
え
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
国
時
代
の
田
原
本
町
に

は
、
丹
波
山
城
、
森
屋
城
、

秦
楽
寺
城
、
金
剛
寺
城
な
ど

が
あ
り
、
在
地
武
士
集
団

「
長
谷
川
党
」
と
「
長
川
党
」

の
二
集
団
に
分
か
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
の
「
長
谷
川

党
」
の
主
要
部
隊
が
丹
波
山

城
を
居
城
と
し
た
法
貴
寺
党

で
、
そ
の
城
主
が
「
下
河
辺

（
し
も
こ
う
べ
）
氏
」
で
す
。

こ
の
下
河
辺
氏
が
後
に
「
長

谷
川
」
に
改
名
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
徳
川
幕
府
成
っ
て
旗

本
に
な
り
七
代
目
が
長
谷
川

平
蔵
だ
そ
う
で
す
。
丹
波
山

城
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
？

鍵
池
の
東
側
に
「
丹
波
山
」

と
い
う
字
名
が
あ
り
そ
の
一

帯
が
「
長
谷
河
丹
波
」
と
い

う
資
料
が
残
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

詳
し
く
は
産
業
観
光
課
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
、
前
々
回
の
「
ご
み
の
減
量
対
策
は
？
」

中
、
計
数
の
単
位
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し

く
は
、
「
一
人
当
た
り
３
７
０
㎏
（
家
庭
系
ご
み

二
五
一
㎏
、
事
業
系
ご
み
一
一
九
㎏
）
一
人
１
日

あ
た
り
一
〇
一
三
ｇ
」
で
し
た
。
訂

正
し
ま
す
。

田
原
本
町
議
会
議
員

吉
田

容
工


